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く ⑩４１馴森とのふれあい

Iil森の恵みのクリスマスリース作り』を開催

11J:1２１１１（11）に、４回｢ヨとなるリース作り識習

会を|＃1雌しました。

ｉＭＩＭＩｉのひとりil7川lilii子さんは、｜Ⅱ｢内で雌逝教室を|鵬Ｉい

ておl)、またドライフラワー、リースなどを町Iﾉﾘの金融

機関などで鵬示し訪れた人々の目を楽しませています。

その作,ｌｉＷｌの美しさには定評があり、是』ﾄﾞこの機会に古川

さんからリース作りを学びたいと２１満の応藤があI）ま

した｡

鹸初に、センター職員からハサミなどの道具を使う上

での注意点などの説Iｿ|を受けた後、

①トドマツの先蕊を約１５cmの長さに切(〕''１iえ、

ひとにぎりの束を１５束程）１１意する

②リングに①で川意した先蕊の火をllM序よく純、付
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②リングに①で)11意した先葉の米をIllli序よく純り付けリースの原形を作る
③②のリースにベルリボンを肺Iﾌﾟ付けた後、オーナメント（赤い造ｲﾋﾞ）やドイツトウヒ、
カラマツ、ストローブマツなどのマツカサを３～１０個樫縛りつける

などの作難を行い、約３時間で２１１１Jilのクリスマスリースが出来上がりました。
I獣今矢
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今年はリー

スの飾り付け

に多くの'1歸柵

がとれたこと

もあり、どの

リースもゴー

ジャスな仕上

がりとなって

いました。会

場のあちらこ

ちらで、『１分の

木々の枝が噸わになり冬の使脅であるオオワシやオジクｎｌｉ１Ｅ述111が雪で白くなり藩蝋が進み、木々の｛

ロワシの姿が見られる季節になりました。

オオワシは翼を広げると220cm～2.15cⅢにな

る'1本雄大の猟禽類です。オジロワシは翼を

広げると180cm～230ClⅡでオオワシよりも一ま

わり小さいjilt禽類です。

ｷｰにオホーツク海北iWIM1岸やサハリンから１

０川|<から１１月初旬に知床へ越冬のためにやっ

て鵬ます゜今年は秋雄の遡上数が多く遡上シ

懸雛醗鰡蝋;鷲鰭顛
馳られました。又現場ではヒグマの姿を例年

になく数1脚1も兇ました。
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ｕ ちらで、『１分のリボンを作る月は誉糞〕;ﾘﾉでした葱わず実みがごA;痕ｦ`z法した
作iliLlを手にjliu,「すてき！」という声がIjlilこえてきました。

森林の謬りが家を包み、すてきなクリスマスがきっと迎えられるでしょう。

才才ワシ

今月｜:句に空闘くオオワシの姿を見るこ

とができ、その勇壮な姿に感動しました。

冬になると、流氷の塊の’二や断崖沿いの木

の技の上に止まるオオワシやオジロワシの

姿をよく見かけます。

Ⅱ=，|下で斜里からウトロヘIf1かう道路沿い

のllllillilに冬毛に変わったエゾシカがいまし

た。lli1j物たちは長い冬に|川けて体ﾉﾌを養う

ために励んでいるようです。ウトロ市街地

も硯光客が減り夏の間の賑わいがなくなり

厳冬の冬が近づいています。

、

知床横断道路冬休み
～冬期交通規制が実施されていまず～

戯

……'繩…'卿麟'鋤''(!]…-,iii1-辮Ⅲ''１鰄蝿塵i雪誕沢Ilnは、ルビ年４ｊｊﾄﾞｲﾘまで冬期|M1の全imjmf711二めになっています。

また、：)茗喋道道jH1床公IXil線は、斜腿１１１｢鰐尼別ＩｉＩｉ（岩尾’１１１ユースホステル１１１）
以．l上について、①知床大橋，カムイワツカ鵜の滝方耐ば来年５月２７１i:'１１：

00まで．②このうち知床五湖までは来年４月２２日１１：00まで冬lW1IM1の全面通行止めに
なっています。なお、岩尾別ユースホステル前～圃然センター前間については、１２月lＥ１１
８：Ｏ()から夜間通行j'二めになり、来年３ドｌ３１Ｈ８：００までの間は、８：00～１８：0
0のみ通行iTI能です。

エソシカミーー
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lillil､全ＩＭＩで７５個識１１ノル、

その巾に藩Ｆするドング

リを集めます。集めたド

ングリは一個ずつ麺さを

1【iD、璽さ、lWil数を災計

し樹冠IiiFIMに対する係数

をかけて数'1ｔを算}')しま

す。

今年は、トラップが動

物に押しつぶされたI）す

ることもありましたが、

熊に出くわすこともなく、

脈週水lliMlに回収をした

IilIl斑結果は夜のグラフの

ようになりました。，M1査

水１本当たりのドングリ

、〔は平均１，５１９粒、
ドングリ１粒あた1)の､ｌＥ

均聴艇は２．．↓グラムでし

つ
年度別堅果個数及び平均重量第５３回森とのふれあい

「ドングリ調査とイチイ鹿害対劉策(網巻)体験』を開催
一座平均重量(9)ｕ＝U－本当たり
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鋪５３１Ijl「嫌とのふれあい」を、１０１１１６［１（上）

にＭ１催しました。
且堕狗

今回も昨年|剛様に、斜W4IIr立知床lI1i上物館（中川元

雌蕊）の『知床ｉｌｆと森の学;佼』との共同開催の形で行

いました。

当ｌＪは、’|ﾘ1からⅢiがちらつき天気は今ひとつでした

が、斜里luJ内小学校４年～６年生からなる『知床ilifと

嫌の学校』のメンバー２８橘中２３橘が参DIIしました。

午前中はウトロの「イチイ林木辿低識源保存ｌｉＩ:」で、

網巻き体験を行いました。

まず、職員からイチイ林木辿伝登川;(保存林の識MfiH
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し)て、輪ﾉﾐで胸イチイに金絢を巻き〃けました的などについて説明を受けました。緋

'1'lilII[径をi1UIり、必愛な綱の長さを,il･算

し、その長さに網を功lUfした後、イチ

イの幹に巻き付けました。天気が悪い

のでとても蝉く、白い息をⅡこぎながら

の作業となりました。

４１二後からは、岩尾ｌｉｊＵに移ui1jし、ミズ

ナラの堅果（ドングリ），MllfEを体験す

る予定でしたが、現地途IlIの岩尾別川

で熊２頭が１Ｍ;を捕っており、とても危

険な状態だったので、『''11:となりまし

た。

堅果調査体験は中止になり残念でし

たが、初めて｣Aる熊に鵬きや瀞びの顔

をあげ、町では味わえない貴壇な体験
をしました。

年度

[＠WI艇は２．．↓グラムでした。今年は．トラップ職Wtl)iの踏査ではlHMﾄﾞでは？と恩わｵ1ましたが､

まさにトラヅプ設Wii両Iiiの９)ｌ｛ﾆｲﾘの台風によりまだ行いドングリが振り藤とされて、結果は111[占

年より減少したもののＭ【作となりました。

ＩＵＣＮ書簡に対する政府回答を説明
一今年度第３回地域連絡会議を開催一

１１Ｊ１２Ｍ（火）に、「知床１１上界自然迦潅

腕iiii地地域述絡会縦」が斜[ILU11､瀧雄会館で開

催されました。地域述絡会議とは、世界ｒｌ然

巡塵候補地“知床”の適正な笹耶のあ1〕力を

Ｆ１;寸するため．昨年，０月に股w【されたもの
であり．ｊｍｉｍ[７回11の１１１１催とな})ます゜

１１W了上．興境省の担当荷から、８月２０１１付

けでシェパード氏から届いた11$iiiなどに対す

る政府l1jl答築として‘①推騰｣111のii脈域Iilll分、

②推臓地1ﾉﾘのil1il川'百作物、③エコツーリズム

に関する戦ＩＭＩの開発、④エゾシカの管JiM、⑤

モニタリングのための指標等の11M発の各｣rI11

について、脱1ﾘlがありました。

￣■４０■ 

一塵田｜混
一 、１１

戸缶伝戸

＄雨
11 

ユ

ミスナラ堅果結実調査の結果がきこま'Iましだ
～台風による落果のため、数値的には並作でした～
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白lillbMimi、白lillbMimi、 ￣ 

「ミズナラ]腱采結実imMr」の平成１６年度の,iM1ilF結果
がまとまりました。

この調査は知床半島のl食要な樹砿の一つであるミズナ

ラのドングリの結実をI(１１１べていて、１K砿元年度から厳年
訓さ施しています。洲森M1はjM床半励の瀞曜Iiリ１５イ鷺・イ
タシュベツ１（)水の二iii所に投げており、全部で２５本
のミズナラをAIM査木として選んでいます。ドングリを集
めるのは９〃１ｺfiJから１０月下旬まで、－週間厳に６回
蝿めます。その方法は、各洲査水の枝の「に、ドングリ
を受け止めるための寒冷紗(かんれいしや)で作った１メ
ートル四方のトラップ（写』`L臼）をﾙﾘ企ｲ〔１本当たり３

続いて、１Ｍ席青から、①各〃INTの等Ｆｉ１家から８０台余りの参加刀乾りました

蔽兇を｢}ｉ１き,iM虚してほしい、②透Iﾘ]性が,鮒い砿|:'でモデルッアーを検討してほしいなどの要望が１１｛

談したが、Ｍ答案については｣'ﾉｋされました。

雌後に、今後、ｌｌｊ１５Ｒまでに政府として回答を行う予定であること、０１:せて、Ｉ（7ＣＮは、

１２月末頃までに世界[1然巡塵としてのiliMiを行い、ルミ年２j1ﾉ|ﾐまでにユネスコ世界辿産センタ

ーへ報告11$を提出する.予定で胸ること、更に、その報機11｝をもとに、来年７）]に南アフリカのダ

ーバンで|)Mlil1される鯛２９回世界過産婆口会で登録の１１[否が群fli§・決定される予定であることな

どの説Iﾘ1があり、会椛を終了しました。言い蕊がトラップです
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